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Ｈ
Ａ
丁
目Ｊ
に
参
加
し
て

副
会
長
　
野
田
　
壼
二

郎

大
学
山
岳
部
の
低
調
ぶ
り
が
語
ら
れ
て

久
し
い
が
、
対
照
的
に
、
日
本
の
山
は
中

高
年
登
山
者
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
日
本

の
登
山
人
口
は
５
５
０
万
と
も
、
も
っ
と

多
い
と
も
言
わ
れ
、
最
近
は
ど
こ
の
山
も

元
気
な
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
に
占
領
さ

れ
て
い
る
。

１０
年
ほ
ど
前
ま

で
は
、
登
山
者
の

多
い
山
は
ゴ
ミ
も

多
か
っ
た
。
残
飯

や
包
装
紙
が
登
山
道
の
そ
こ
こ
こ
に
散
乱

し
て
い
た
。
ゴ
ミ
は
山
の
美
し
さ
を
損
ね

る
ば
か
り
で
な
く
、
残
飯
が
低
地
の
ネ
ズ

ミ
を
山
に
呼
び
寄
せ
る
な
ど
、
山
の
生
態

系
に
も
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

１
９
９
１
年
、
エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
者

で
あ
る
エ
ド
ム
ン
ド

・
ヒ
ラ
リ
ー
卿
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
、
山
の
環
境
保
護
団
体

と
し
て
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー

・
ト
ラ
ス
ト

（Ｈ
Ａ
Ｔ
‐
Ｊ
、
代
表
＝

田
部
井
淳
子
氏
）
が
設
立
さ
れ
た
。
当
時
、

世
界
の
数
力
国
で
Ｈ
Ａ
Ｔ
が
設
立
さ
れ
た

の
だ
が
、
目
的
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
破
壊

を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、
自
国
の
山
に

も
、
も
っ
と
自
然
保
護
の
目
を
向
け
る
こ

と
だ
っ
た
。
Ｈ
Ａ
Ｔ
‐
Ｊ
は
、
国
内
で
は
、

誰
に
も
最
も
わ
か
り
や
す
い
山
の
環
境
保

護
活
動
と
し
て

「環
境
登
山
」
の
名
前
で

山
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
る
運
動
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
。

全
国
で
毎
月
、
環
境
登
山
、
環
境

ハ
イ

基界　　一”妙猪嬢鰤〓獅粁計

対
　
つ面
象
き
ゴ
う

Ｉ
Ｊ
　
　
拾
い
集
め
た
。
し
ば
ら
く

口
用
　
　
は
奇
異
の
目
で
見
ら
れ
た

＝
り
　
　
り
、
「
」
れ
も
持
っ
て
行

に
切
　
　
っ
て
」
な
ど
と
や
ら
れ
た

）し
た
。

の
ち
に
は

古
労
さ
ん
」
と
声
を

）ら
れ
る
よ
う

に
な

し

　
　
り
、
毎
度
、
空
き
缶
や
包

日し
　
　
み
紙
な
ど
を
大
量
に
持
ち

難

　

襦
一
に

踏

轟

為

り
、
わ
れ
わ
れ
の
お
土
産
も
日
に
見
え
て

減
少
し
た
。

し
か
し
、
大
勢
の
元
気
な
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
登
山
者
は
別
の
深
刻
な
問
題
を

提
起
し
て
い
る
。
彼
ら
は
ブ
ラ
ン
ド
志
向

が
強
く
、
「日
本
百
名
山
」
や
都
市
近
郊
の

有
名
な
山
に
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
。
こ

の
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
旅
行
会
社
が
ツ
ア
ー

を
主
催
し
、
バ
ス
で
数
十
人
が
一
団
と
な

っ
て
山
に
入
る
な
ど
、
過
剰
利
用

（オ
ー

バ
ー
ユ
ー
ス
）
に
よ
る
環
境
破
壊
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

こ
う
な
る
と
、
い
く
ら
１
人
当
た
り
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
減
ら
し
て
も
、
そ
の
山
の

浄
化
能
力
を
超
え
て
登
山
者
が
入
れ
ば
環

境
は
壊
れ
る
。
登
山
道
の
拡
幅
、
ト
イ
レ

に
よ
る
水
質
の
悪
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
の
解
決
に
は
登
山
者
が
い
ろ

い
ろ
な
山
に
分
散
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、

そ
れ
を
促
す
方
法
は
ま
だ
議
論
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。
Ｈ
Ａ
Ｔ
‐
Ｊ
で
は
、
こ
れ

が
次
の
１０
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
受
け
止

め
、
対
策
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
４
月
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
‐
Ｊ
や
日
本
山
岳

会
な
ど
国
内
の
主
要
７
登
山
団
体
の
環
境

保
護
委
員
会
が
共
同
で

「国
際
山
岳
自
然

環
境
集
会
２
０
０
３
」
を
開
催
し
た
。
ス

イ
ス
、
韓
国
、
台
湾
の
登
山
団
体
と
話
し

合
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
国
も
、
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ス
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
、
対
策

は
日
本
が
最
も
遅
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

わ
か
っ
た
。
早
く
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

思
う
が
、
問
題
の
幅
広
さ
と
複
雑
さ
、
関

係
者
の
利
害
な
ど
前
途
は
多
難
だ
。

ま
ず
は
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
の
皆
さ
ん
、
出
来
る

だ
け
人
の
少
な
い
山
に
行
く
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

（Ｈ
Ａ
Ｔ
‐
Ｊ
理
事
、
１
９
６
０
年
経
済
学

撃

）



半
世
紀
前
の
ス
ラ
イ
ド
も

対
岳
館
で
自
馬
集
会

本
会
の
夏
の
恒
例
行
事
で
あ
る
白
馬
集

会
は
２
０
０
２
年
８
月
３‐
日
か
ら
９
月
１

日
に
か
け
て
長
野
県
白
馬
村
八
方
の

「ホ

テ
ル
対
岳
館
」
で
開
か
れ
た
。
出
席
者
は

家
族
を
含
め
て
１７
人
で
、
好
天
の
下
、
懇

親
を
深
め
合
っ
た
。

１
日
目
は
、
夕
食
の
あ
と
、
別
棟
の

「与
兵
衛
倶
楽
部
」
で
懇
親
会
。
幹
事
役
の

田
島
汎
氏

（経
２８
）
が
持
参
し
た
、

５。
年

も
前
の
山
行
の
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
の
映
写

な
ど
が
あ
り
、
遅
く
ま
で
懇
談
が
続
い
た
。

２
日
目
は
、
唐
松
岳
往
復
、
遠
見
尾
根
、

八
方
尾
根
散
策
な
ど
思
い
思
い
の
パ
ー
テ

イ
ー
に
分
か
れ
て
、
夏
の
終
わ
り
を
楽
し

ん
だ
。

集
会
参
加
者
は
次
の
み
な
さ
ん
。

田
島
汎

（経
２８
）、
住
吉
仙
也

（医
２９
）、

山
本
光
二

（法
２９
）、
二
木
節
夫

（工
２９
）、

近
環
三

（工
２９
）
川
島
勇

（工
２９
）、
木
村

裕

一
（経
３‐
）、
坪
井
和
子

（薬
３３
）、
野

田
憲

一
郎

（経
３５
）
山
本
信
樹

（工
３５
）
、

米
林
外
茂
男
（工
３５
）ヽ
兼
清
喜
雄
（工
３５
）、

前
沢
祐

一
（工
３７
）
、
佐
藤
毅

（工
３７
）
、

横
尾
秀
次
郎

（工
３９
）、
高
田
邦
雄

（経
３９
）

に
東
京
支
部
だ
よ
り

東
京
支
部
恒
例
の
山
行
は
、
幹
事
役
の

石
原
敏
雄
氏
が
社
務
で
中
国

・
上
海
に
長

期
出
張
と
な
っ
た
こ
と
で
、
２
０
０
２
年

秋
か
ら
中
断
し
て
い
た
が
、
今
年
４
月
の

鳳
凰
三
山
行
で
久
し
ぶ
り
に
再
開
し
た
。

以
下
、
２
０
０
２
年
春
以
降
２
件
の
山
行

を
報
告
す
る
。

（前
沢
　
祐

一
）

２
０
０
２
年
５
月
／
中
房
温
泉
か
ら

燕
岳
往
復
　
一削
年
暮
れ
に
挑
戦
し
、
吹
雪

の
た
め
撤
退
し
た
際
に
誓
っ
た
リ
ベ
ン
ジ

を
実
行
。
メ
ン
バ
ー
は
野
田

・
米
澤

・
前

沢

・
石
原
の
４
人
。

５
月
２
日

（快
晴
）
　

中
房
温
泉
に
集

〈
口。
色
々
な
温
泉
に
片
端
か
ら
入
る
。 舅 爾 陪

３
日

（快
晴
）
　

中
房
温
泉
６

・
２。
出

発
、
Ｈ

・
００
燕
山
荘
着
。
燕
岳
往
復
後
、

燕
山
荘
泊
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
北
は
白

馬

・
叙
か
ら
南
の
槍

・
穂
高
ま
で
素
晴
ら

し
い
展
望
を
楽
し
む
。
久
方
ぶ
り
に
北
鎌

尾
根
を
正
面
か
ら
眺
め
て
感
慨
に
浸
る
。

４
日

（雨
）
　

大
天
丼
岳
往
復
の
予
定

だ
っ
た
が
、
朝
か
ら
の
雨
と
霧
で
展
望
ゼ

ロ
。
あ
き
ら
め
て
下
山
。
中
房
温
泉
に
入

っ
た
後
、
穂
高
町
の
そ
ば
屋
で
ゆ
っ
く
り

し
て
か
ら
帰
京
。

２
０
０
３
年
４
月
／
夜
叉
神
峠
か
ら

鳳
凰
三
山
往
復
　
石
原
氏
の
不
在
で
山
行

へ
の
足
が
遠
の
い
て
い
た
と
こ
ろ
へ

「雪

の
あ
る
時
期
に
」
と
野
田
さ
ん
か
ら
声
が

か
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
野
田
、
米
澤
、

前
沢
、
横
尾
、
井
上
の
５
人
。

４
月
２８
日

（快
晴
）
　

７
・
３。
八
王
子

集
合
。
車
２
台
に
分
乗
し
て
１０
・
００
夜
叉

神
峠
登
山
口
着
。
Ｈ
・
００
夜
叉
神
峠
に
着

き
、
北
岳

・
間
ノ
岳

・
農
鳥
岳
の
大
展
望

を
楽
し
む
。
富
士
山
は
逆
光
で
イ
マ
イ
チ
。

杖
立
峠

・
苺
平
経
由
で
、

１５
・
２。
南
御
室

小
屋
着
。
小
屋
前
の
雪
の
広
場
で
、
持
参

の
ワ
イ
ン
、
水
割
り
が
最
高
。
南
御
室
小

屋
泊
。

２９
日

（快
晴
）
　

６

・
３０
出
発
。
薬
師

岳
か
ら
、
南
は
赤
石
岳
、
正
面
に
自
峰
三

山
、
右
正
面
に
仙
丈
岳

・
甲
斐
駒
ヶ
岳
の

展
望
を
堪
能
す
る
。
観
音
岳
を
経
て
、
地

蔵
岳
オ
ベ
リ
ス
ク
基
部
ま
で
北
上
し
、
引

き
返
し
て
薬
師
岳
小
屋
泊
。
雪
に
埋
ま
っ

た
小
屋
は
冷
蔵
庫
の
よ
う
に
寒
い
う
え
、

食
事
の
ま
ず
さ
に
辟
易
し
た
。

「圧
力
釜

ぐ
ら
い
使
え
」

「
レ
ト
ル
ト
食
品
の
方
が

ま
し
」
と
、
食
い
物
の
恨
み
は
果
て
し
な

か
っ
た
。

３０
日

（風
雨
）

一則
夜
か
ら
の
風
雨
が

屋
根
を
た
た
く
音
に
、
４
時
起
き
で
下
山

開
始
。
小
屋
を
出
て
す
ぐ
の
吹
き
さ
ら
し

で
、
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
強
風
に
た
じ
ろ
ぐ
。

砂
つ
ぶ
て
が
顔
に
痛
い
。
久
し
振
り
の
感

覚
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
樹
林
帯
に

入
り
、
雨
の
中
を
南
御
室
小
屋
ま
で
急
ぎ
、

炊
事
場
の
屋
根
の
下
で
、
ゆ
っ
く
り
朝
食
。

１０
・
００
夜
又
神
峠
登
山
口
に
戻
り
、
少
し

下
の
芦
安
村
営
温
泉
に
ゆ
つ
く
り
入
る
。

‐２
時
頃
、
現
地
解
散
。

記念碑の前で

鳳凰三山・薬師岳で



リ
ー
ダ
ー
所
感

河
野
　
美
樹

２
０
０
２
年
度
は
前
年
ま
で
の
事
故
の

経
験
を
踏
ま
え
、
山
に
対
し
て
謙
虚
に
、

そ
の
う
え
で
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
を

心
が
け
た
１
年
で
あ
っ
た
。

春
合
宿
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
力
量
を
考
え
、

い
つ
で
も
エ
ス
ケ
ー
プ
可
能
な
八
ケ
岳
を

選
ん
だ
。
横
岳
の
雪
と
岩
の
ミ
ッ
ク
ス
、

根
石
岳
の
強
風
を
体
感
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ

っ
た
が
、
赤

岳
か
ら
の
下
降
路

の
ミ
ス
に
よ
つ
て
、

思
わ
ぬ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
体
験
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

日
数
こ
そ
短
か
っ
た
も
の
の
、
悪
場
の
下

降
や
吹
雪
の
中
の
行
動
を
強
い
ら
れ
て
、

各
人
が
大
き
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
山
行
で
あ
っ
た
。

新
歓
合
宿
は
新
人
１
名
を
交
え
て
剣
岳

周
辺
で
行
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
の
方
の
協
力
も
あ

り
、
剣
本
峰
へ
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
は

よ
い
経
験
と
な
っ
た
。

夏
合
宿
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
雨
を
感
じ

た
の
は
、
わ
ず
か
に
ビ
バ
ー
ク
の
日
の
小

雨
程
度
と
、
行
動
に
支
障
が
出
な
か
っ
た

た
め
、
奇
跡
的
に
も
全
日
程
行
動
可
能
と

な
っ
た
。
２
年
渡
辺
、
１
年
藤
井
が
滝
谷

ド
ー
ム
北
壁
と
と
も
に
ド
ー
ム
中
央
稜
に

ト
ラ
イ
で
き
た
こ
と
、
ま
た
渡
辺
は
北
壁

で
ア
ル
パ
イ
ン
初
リ
ー
ド
を
達
成
で
き
た

こ
と
が
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

冬
山
春
山
偵
察
合
宿
は
１０
年
ぶ
り
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
偵
察
が
思
う
よ
う
に
で

き
な
か
っ
た
が
、
腰
ま
で
埋
ま
る
ラ
ッ
セ

ル
を
皆
が
初
体
験
し
、
雪
を
泳
ぐ
よ
う
な

感
覚
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

御
岳
合
宿
は
昨
年
よ
り
は
格
段
に
雪
が

あ
っ
た
も
の
の
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
で
十

分
な
訓
練
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
簡
易
雪
洞
を
掘
っ
て
ビ
バ
ー
ク
訓

練
を
行
う
な
ど
、
新
し
い
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
た
。

冬
山
合
宿
は
偵
察
の
失
敗
に
伴
っ
て
四

国

・
石
鎚
山
を
選
ん
だ
。
さ
さ
や
か
な
ラ

ツ
セ
ル
を
楽
し
む
つ
も
り
が
、
ト
レ
ー
ス

が
し
つ
か
り
つ
い
て
い
た
の
で
、
楽
々
、

山
頂
に
立
て
て
し
ま
っ
た
。
経
験
値
と
し

て
得
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で

あ
っ
た
が
、
素
晴
ら
し
い
景
色
を
楽
し
め

た
の
は
よ
か
っ
た
。

各
山
行
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
や
は
り
積
雪
期
の
山
行
の
内
容

不
足
は
否
め
な
い
。
そ
れ
は
リ
ー
ダ
ー
層

の
経
験
不
足
と
人
手
不
足
に
あ
る
よ
う
に

思
う
。
今
後
、
山
岳
部
に
多
く
の
新
人
が

入
っ
て
力
強
い
母
体
が
つ
く
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
１
年
間
、
ご

指
導

・
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
春
山
合
宿
／
八
ケ
岳

［期
間
］
３
月
１７
日
～
１９
日

［メ
ン
バ
ー
］

河
野

（Ｌ
・
２
年
）、

原

（Ｓ
Ｌ
・
１
年
）、
渡
辺

（１
年
）、
磯

部

（Ｏ
Ｂ
）

３
月
１７
日

（曇
）
入
山
・
雪
上
訓
練

美
濃
戸
口

（７

・
５０
）
～
赤
岳
鉱
泉

（Ｈ
・
０６
）
～
大
同
心
方
面
～
赤
岳
鉱
泉

（‐５
・
５０
）

テ
ン
ト
設
営
後
、
大
同
心
方
面
で
雪
上

一一一一一一一ヽ一一一一一ヽ一ヽヽ一一一ヽ一一́́一一一， 一

訓
練
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
通
過
、
弱
層
テ
ス
ト

を
行
う
。

‐８
日

（曇
の
ち
雪
）
赤
岳
鉱
泉

（５
・

５５
）
～
赤
岳

（Ｈ
・
０５
）
～
文
三
郎
道
分

岐

（１７
・
０５
）
～
赤
岳
鉱
泉

（１８
・
‐５
）

核
心
と
思
わ
れ
た
硫
黄
岳

・
赤
岳
間
の

岩
と
雪
の
ミ
ッ
ク
ス
は
問
題
な
く
通
過
。

時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
赤
岳

山
頂
よ
り
訓
練
を
兼
ね
て
フ
ィ
ッ
ク
ス
を

張
る
。
１
ピ
ッ
チ
ロ
は
稜
線
上
。
低
気
圧

の
影
響
か
、
途
中
で
風
が
強
く
な
り
、
時

折
、
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
通
過
を
待

っ
て
い
る
間
に
凍
え
る
。
２
ピ
ッ
チ
ロ
は

斜
面
を
下
降
し
た
あ
と
、
最
後
に
岩
を
ク

ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
。
足
場
が
不
安
定
で
ぱ
ら

ば
ら
と
崩
れ
落
ち
て
い
く
の
で
、
み
ん
な

恐
る
恐
る
の
下
降
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点

で
下
降
路
を
間
違
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
が
、
下
方
に
夏
道
と
思
わ
れ
る
個
所
が

見
え
た
た
め
、
下
降
を
続
け
る
。
３
ピ
ッ

なヽ
゛
ヽヽ
ミ
ヾ
ミ
≫
一　
　
チ
ロ
は
岩
場
の
下

移
´́一一́（一一一）一一一一一一一ク一一一一一裁
一一一一一一舞

り
　
那
Ｆ
既
嶋
ゆ
れ
は

年度



た
後
、
ル
ン
ゼ
を
ク
ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
し
、

や
っ
と
の
思
い
で
夏
道
に
復
帰
し
た
。

最
後
の
ピ
ッ
チ
の
途
中
か
ら
雪
が
舞
い

始
め
、
視
界
が
な
く
な
る
。
夏
道
に
復
帰

は
し
た
も
の
の
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
で
道

は
不
明
瞭
。
雪
色
の
違
い
や
足
裏
の
感
触

で
薄

っ
す
ら
と
わ
か
る
道
を
た
ど
つ
た
。

吹
き
付
け
る
雪
が
ま
つ
げ
に
積
も
り
、
目

が
開
か
な
い
。
気
づ
く
と
、
ほ
お
が
凍
っ

て
い
て
凍
傷
に
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
樹

林
帯
に
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
、
ほ
っ
と

胸
を
な
で
お
ろ
す
。
辺
り
が
間
に
つ
つ
ま

れ
る
少
し
前
に
帰
幕
。

‐９
日

（曇
）
雪
上
訓
練

・
下
山

雪
上
訓
練

（７

・
３。
～
８

・
３。
）
～
赤

岳
鉱
泉

（１０
・
２５
）
～
美
濃
戸
口

（１２
・

５５
）根

石
岳
方
面
へ
の
縦
走
を
予
定
し
て
い

た
が
、
前
日
の
疲
れ
を
考
慮
し
て
、
テ
ン

ト
場
付
近
で
弱
層
テ
ス
ト
を
行

っ
た
後
、

下
山
。
地
面
ま
で
掘
り
ぬ
き
、
１
年
分
の

雪
の
層
を
確
認
し
た
。

◆
新
歓
合
宿
／
雷
鳥
平
定
着

［期
間
］
５
月
２
日
～
６
日

［メ
ン
バ
ー
］
高
沢

（４
年
）
、
河
野

（Ｌ
・
３
年
）、
渡
辺

（Ｓ
Ｌ
・
２
年
）、
原

（２
年
）
、
乾

（２
年
）
、
藤
井

（１
年
）
、

磯

部

（
Ｏ

Ｂ

）
、

寺

田

（
Ｏ

Ｂ

）
、

藤

田

（Ｏ
Ｂ
）

５
月
２
日

（快
晴
）
入
山
・
雪
上
訓
練

室
堂

（９

・
３。
）
～
雷
鳥
平

（
１０
・

３。
）
＝
雪
上
訓
練

（Ｈ
・
５０
～
１５
・
４。
）

富
山
駅
で
原
が
登
山
靴
を
忘
れ
た
こ
と

に
気
づ
き
、
大
阪
へ
戻
る
。
残
り
の
部
員

で
原
の
共
同
装
備
を
荷
分
け
し
、
１
人
当

た
り
重
量
は
約
３。

ロキと
な
っ
た
。
天
気
は

快
晴
で
入
山
日
和
。
１
年
の
藤
井
は
、
初

め
て
の
雪
山
で
、
歩
き
に
く
そ
う
に
し
て

い
た
ｃ
テ
ン
ト
設
営
後
、
真
砂
岳
西
斜
面

で
雪
上
訓
練
。
歩
行
訓
練
、
滑
落
停
止
、

フ
ィ
ッ
ク
ス
通
過
な
ど
を
行
う
。
夕
刻
、

原
合
流
。

３
日

（晴
の
ち
曇
）
雪
上
訓
練

雷
鳥
平

（
６

・
５５
）
～
別
山
乗
越

（８
・
３。
）
＝
雪
上
訓
練

（９
・
００
～
‐３
・

３。
）
～
雷
鳥
平

（１５
・
００
）

別
山
乗
越
の
北
側
斜
面
で
雪
上
訓
練
。

歩
行
訓
練
、
滑
落
停
止
、
ピ
ッ
ケ
ル
ス
ト

ツ
プ
、
フ
イ
ツ
ク
ス
通
過
な
ど
。

４
日

（雨
）
沈
殿

５
日

（雨
の
ち
曇
り
時
々
晴
れ
）

雄

山

・
剣
本
峰
ア
タ
ッ
ク

朝
か
ら
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
午
前
５
時
、

寺
田
、
藤
田
、
渡
辺
、
原
、
藤
井
が
雄
山

に
向
け
て
出
発
。
６
時
半
ご
ろ
、
天
気
回

復
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
の
で
、
本
峰
隊

も
出
発
を
決
意
。
ガ
ス
で
視
界
が
き
か
な

い
中
、
剣
御
前
小
屋
へ
。

剣
沢
で
大
倉
、
蔭
山
両
Ｏ
Ｂ
に
お
会
い

し
た
後
、
時
々
吹
き
付
け
る
強
風
の
中
を

前
剣
へ
向
か
う
。
前
剣
の
登
降
は
ス
テ
ッ

プ
が
し
っ
か
り
刻
ま
れ
て
い
た
。
カ
ニ
の

タ
テ
バ
イ
経
由
で
本
峰
山
頂
に
立
ち
、
ヨ

コ
バ
イ
経
由
で
下
山
。
前
剣
の
下
り
で
フ

ィ
ッ
ク
ス
を
張
る
。
途
中
で
団
体
に
割
り

込
ま
れ
て
フ
イ
ッ
ク
ス
を
使
用
で
き
な
く

な
り
、
順
番
待
ち
で
思
い
の
ほ
か
時
間
が

か
か
る
。
当
初
は
１
ピ
ッ
チ
で
終
え
る
予

定
だ
っ
た
が
、
急
い
で
下
降
し
よ
う
と
し

た
乾
が
滑
っ
て
フ
イ
ッ
ク
ス
が
活
躍
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
安
全
を
考
え
て
、
も
う

２
ピ
ッ
チ
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
伸
ば
す
。
雷

鳥
平
ま
で
の
道
は
長
か
っ
た
。
藤
田
Ｏ
Ｂ

と
原
、
下
山
。

本
峰
隊
＝
雷
鳥
平

（７

・
３０
）
～
別
山

乗
越

（９

・
００
）
～
前
剣

（１１
・
００
）
～

本
峰

（
１３
・
‐５
）
～

一
服
剣

（
１６

・
４。
）

～
雷
鳥
平

（１９
・
００
）

６
日

（快
晴
）

奥
大
日
岳
ア
タ
ッ
ク

雷
鳥
平

（
６

・
００
）
～
奥
大
日
岳

（８

・
００
）
～
雷
鳥
平

（１０
・
００
）
～
室
堂

（‐３
・
００
）

全
員
で
奥
大
日
岳
ア
タ
ッ
ク
。
天
気
は

快
晴
で
、
視
界
は
３
６
０
度
。
最
終
日
を

飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
お
だ
や
か
で
気

持
ち
の
よ
い
遠
足
で
あ
っ
た
。
帰
幕
後
、

下
山
。

◆
夏
山
定
着
合
宿
／
涸
沢

［期
間
］
７
月
２７
日
～
８
月
５
日

［メ
ン
バ
ー
］
河
野

（Ｌ
・
３
年
）、
渡

辺

（Ｓ
Ｌ
・
２
年
）、
藤
井

（１
年
）、
栗

本

（１
年
）、
塚
部

（１
年
）、
高
沢

（４

年
）、
磯
部

（Ｏ
Ｂ
）、
寺
田

（Ｏ
Ｂ
）

７
月
２７
日

（晴
）
入
山

上
高
地

（７
・
４０
）
～
横
尾

（Ｈ
・
４。

～
Ｈ
．
５５
）
～
涸
沢

（１８
・
００
）

現
役
部
員
入
山
。
当
初
は
２
日
か
け
る

予
定
だ
つ
た
が
、
疲
れ
気
味
の
藤
井
を
除

い
て
メ
ン
バ
ー
の
体
調
が
比
較
的
よ
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
横
尾
で
藤
井
の
荷
物
を
荷

分
け
し
た
後
、
涸
沢
ま
で
入
る
。

２８
日

（晴
）
　
雪
上
訓
練

涸
沢

（８
・
‐０
）
～
雪
上
訓
練

（９
・

００
～
Ｈ
・
００
）
～
帰
幕

（１１
・
４５
）

吊
尾
根
方
面
の
雪
渓
で
雪
上
訓
練
。
帰

幕
後
は
涸
沢
ボ
ル
ダ
ー
で
楽
し
む
な
ど
、

思
い
思
い
に
過
ご
す
。

２９
日

（晴
）
　
北
穂
東
稜

涸
沢

（
５

・
‐０
）
～
東
稜
の
コ
ル

（８
・
０９
）
～
大
コ
ル

（１０
・
１０
）
～
北
穂

新勧合宿 奥大日岳で

(4)



山
荘

（Ｈ
・
１０
）
～
帰
幕

（１４
・
３０
）

雪
上
訓
練
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
積
雪

量
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
予
定
を
変
更
し

て
北
穂
東
稜
へ
行
く
。
コ
ル
ヘ
突
き
上
げ

る
ガ
レ
場
で
、
本
来
な
ら
右
岸
を
歩
く
べ

き
と
こ
ろ
を
左
岸
を
歩
き
、
浮
石
だ
ら
け

で
ひ
や
ひ
や
し
た
。
藤
井
が
大
き
な
浮
石

を
踏
み
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
１
、
２
房
の
岩
雪

崩
を
起
こ
し
な
が
ら
滑
り
落
ち
て
き
た
時

に
は
命
が
な
い
か
と
も
思
っ
た
。
米
粒
ほ

ど
の
ホ
ー
ル
ド
を
探
し
て
、
そ
の
場
を
の

り
き
り
、
や
っ
と
稜
線
に
出
ら
れ
た
と
き

に
は
喜
び
も
ひ
と
し
お
。
ゴ
ジ
ラ
の
背
を

ゆ
く
が
、
恐
怖
感
は
先
の
ガ
レ
場
に
遠
く

及
ば
な
か
っ
た
。

３。
日

（晴
）

滝
谷

・
奥
穂

高
沢

・
河
野

・
渡
辺
は
滝
谷
ド
ー
ム
中

央
稜
へ
。
ド
ー
ム
中
央
稜
は
取
り
付
き
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
や
や
迷
う
。
ル
ー
ト

は
フ
リ
ー
の
要
素
が
強
く
、
岩
も
硬
く
て

快
適
で
あ
っ
た
。
藤
井

・
栗
本

・
塚
部
は

奥
穂
高
缶
へ
遠
足
に
行
く
。

奥
穂
遠
足
＝
涸
沢

（５

・
‐０
）
～
奥
穂

（７
・
５０
）
～
涸
沢

（１２
・
２６
）

３‐
日

（晴
）

滝
谷

。
前
穂
北
尾
根

高
沢

・
藤
井

・
塚
部
は
滝
谷
ド
ー
ム
北

壁
。
１
ピ
ッ
チ
ロ
で
藤
井
が
足
を
滑
ら
せ
、

危
う
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
し
か
け
る
。
残
置
の

支
点
は
不
安
定
な
も
の
が
数
多
く
見
受
け

ら
れ
た
。
河
野

・
栗
本
は
前
穂
北
尾
根
下

半
へ
。
登
山
者
が
少
な
い
ら
し
く
、
踏
み

跡
が
不
明
瞭
。
岩
稜
に
、
お
花
畑
に
、
ヤ

ブ
漕
ぎ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。

北
尾
根
下
半
＝
涸
沢

（
７

・
‐０
）
～

５

・
６
の
コ
ル

（８

・
‐７
）
～
８
峰
頂
上

（１０
．
３０
）
～
帰
幕

（１３
・
５５
）

８
月
１
日

（曇
時
々
雨
）

ビ
バ
ー
ク

訓
練ビ

バ
ー
ク
訓
練
の
た
め
高
沢

・
藤
井

・

塚
部
は
明
神
岳
へ
、
河
野

・
渡
辺

・
栗
本

は
横
尾
谷
へ
向
か
う
。
と
も
に
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ト
。
横
尾
谷
組
は
パ
ノ
ラ
マ

新
道
経
由
で
横
尾
に
行
き
、
磯
部
Ｏ
Ｂ
と

合
流
。
野
生
の
サ
ル
が
キ
ー
キ
ー
と
泣
き

わ
め
く
中
、
雪
渓
と
ガ
レ
場
を
つ
め
、
天

狗
の
踊
り
場
へ
。
大
キ
レ
ッ
ト
を
望
む
ス

テ
キ
な
場
所
で
あ
っ
た
。

横
尾
谷
組
＝
涸
沢

（６

・
３０
）
～
横
尾

（‐０
・
‐５
）
～
天
狗
の
踊
り
場

（％
。
１０
）

２
日

（曇
）

帰
幕

ビ
バ
ー
ク
か
ら
帰
幕
。
Ａ
沢
の
コ
ル
ま

で
の
ガ
レ
場
は
不
安
定
で
緊
張
感
に
あ
ふ

れ
た
。
曇
り
空
の
中
の
飛
騨
泣
き
は
情
緒

た
っ
ぷ
り
で
あ
っ
た
。
寺
田
Ｏ
Ｂ
入
山
。

横
尾
谷
組
Ｈ
天
狗
の
踊
り
場

（５
・
５５
）

～
Ａ
沢
の
コ
ル

（７

・
２５
）
～
北
穂
高
小

屋

（９

・
００
）
～
涸
沢

（１２
・
００
）

３
日

（晴
れ
の
ち
曇
）

磯
部
Ｏ
Ｂ
と
河
野
は
屏
風
岩
東
稜
へ
。

梓
川
の
徒
渉
は
足
が
凍
り
そ
う
な
冷
た
さ

で
あ
っ
た
。
ｌ
ピ
ッ
チ
ロ
は
ジ
ャ
ン
ピ
ン

グ
の
輪
が
取
れ
た
と
こ
ろ
に
切
れ
か
け
の

細
い
ス
リ
ン
グ
が
か
か
つ
た
支
点
が
連
続
。

ロ
シ
ア
ン
ル
ー
レ
ッ
ト
的
な
ア
ブ
ミ
で
の

登
攀
と
な
り
、
支
点
を
作
り
な
が
ら
登
る

技
術
も
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

寺
田

・
渡
辺

・
栗
本
は
滝
谷
ド
ー
ム
北

壁
へ
。
渡
辺
は
ア
ル
パ
イ
ン
本
番
初
リ
ー

ド
。
栗
本
は
ア
ブ
ミ
連
続
の
ル
ー
ト
は
あ

ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

屏
風
岩
東
稜
組
＝
Ｔ
４
取
付

（７
・
０５
）

～
Ｔ
４

（９

・
３。
）
～
登
攀
終
了

（１５
・

３。
）
～
屏
風
の
頭

（
１７

・
５０
）
～
帰
幕

３
峰
の
核
心
が
終
わ
っ
て
か
ら
時
々
踏
み

跡
を
外
れ
て
し
ま
い
、
不
安
定
な
と
こ
ろ

で
１
ピ
ッ
チ
だ
け
ザ
イ
ル
を
出
す
。
２
峰

の
下
降
は
懸
垂
下
降

（渡
辺
は
ク
ラ
イ
ム

ダ
ウ
ン
）。

北
尾
根
上
半
組
＝
涸
沢

（４
・
１０
）
～

前
穂
高
岳

（
ｌｏ

・
４９
）
～
奥
穂
高
岳

（‐３
・
００
）
～
涸
沢

（１５
・
００
）

５
日

（曇
）
　
下
山

涸
沢

（７
・
００
）
～
本
谷
橋

（８
・
００
）

～
横
尾

（８
・
５。
）
～
上
高
地

（１２
・
００
）

◆
冬
山
春
山
偵
察
合
宿
／
西
穂
高

岳

・
鹿
島
槍
ケ
岳

［期
間
］
１１
月
１
日
～
４
日

［メ
ン
バ
ー
］
河
野

（３
年

・
Ｌ
）、
渡

辺

（２
年

・
Ｓ
Ｌ
）
、
乾

（２
年
）
、
藤
井

（１
年
）

１１
月
１
日

（雪
）

西
穂
高
口

（１１
・

３０
）
～
西
穂
山
荘

（１３
・
３５
）

西
高
東
低
の
気
圧
配
置
で
、
当
然
、
雪

は
降
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
ど
お
り
、
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
が
高
度
を
上
げ
る
に
つ
れ
、

窓
の
外
の
景
色
は
秋
か
ら
冬
へ
と
変
わ
っ

て
い
つ
た
。
ち
ら
つ
く
雪
の
中
、
膝
下
の

ラ
ッ
セ
ル
。
西
穂
山
荘
脇
で
幕
営
。

２
日

（曇
と
き
ど
き
雪
）
　

西
穂
山
荘

（６
・
‐２
）
～
西
穂
独
標

（９
・
００
）
～
西

穂
山
荘

（Ю
。
１５
～
‐２
・
００
）
～
帝
国
ホ

テ
ル
一則
バ
ス
値
‐Ｊ
（１５
・
‐０
）

西
穂
一日
缶
を
め
ざ
す
。
粉
雪
の
舞
う
中
、

ラ
ッ
セ
ル
を
交
代
し
な
が
ら
、
コ
ー
ス
タ

夏山合宿・北穂東稜



イ
ム
の
３
倍
の
時
間
を
か
け
て
独
標
前
に

た
ど
り
着
く
。
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た

の
に
加
え
、
手
袋
の
中
で
手
が
凍
り
つ
き
、

下
見
を
し
て
い
な
い
岩
に
は
と
て
も
取
り

付
く
気
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
敗
退

を
決
め
る
。
下
山
後
、
鹿
島
槍
に
ト
ラ
イ

す
べ
く
信
濃
大
町
駅
で
ビ
バ
ー
ク
。

３
日

（曇
の
ち
雪
）

一扇
沢

（７
・
００
）

～
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク

（‐５
・
００
）

扇
沢
へ
行
く
と
、
案
の
定
、
し
っ
か
り

と
し
た
雪
山
で
あ
っ
た
。
途
中
で
男
子
大

学
生
４
人
組
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
合
流
し
、

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
歩
を
進
め
る
。
本
格
的

な
ラ
ッ
セ
ル
で
、
時
に
は
肩
越
し
の
雪
を

か
き
集
め
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
で
幕
営
す
る
。

４
日

（曇
）
　

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー

ク

（５
・
３。
）
～
一局
沢

（１３
・
３０
）

朝
、
日
覚
め
る
と
、
前
日
つ
け
た
は
ず

の
ト
レ
ー
ス
が
ま
つ
た
く
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
た
。
歩
き
始
め
る
と
、
さ
っ
そ
く

ず
ぼ
ず
ぼ
と
雪
に
埋
ま
っ
て
、
わ
ず
か
数

メ
ー
ト
ル
進
む
の
に
全
身
の
力
を
使
わ
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
偵
察
の
目
的
は

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
ラ
ッ

セ
ル
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

山
行
で
あ
っ
た
。

◆
御
岳
雪
上
訓
練

［期
間
］
Ｈ
月
３０
日
～
１２
月
１
日

［メ
ン
バ
ー
］
河
野

（３
年

・
Ｌ
）、
渡

辺

（２
年

。
Ｓ
Ｌ
）、
乾

（２
年
）、
藤
井

Ｔ
年
）

１１
月
３。
日

（曇
）

八
海
山
小
屋

（７
・
‐５
）
～
８
合
目

（１２
・
３。
）
～
フ
ィ

ッ
ク
ス
通
過

（１６
・
３０
）

細
切
れ
の
睡
眠
、
そ
の
他
諸
事
情
で
メ

ン
バ
ー
全
員
が
睡
眠
不
足
。
先
頭
の
役
割

を
担
っ
た
者
以
外
は
、
歩
き
な
が
ら
眠
り

そ
う
に
な
る
と
い
っ
た
有
様
。
ト
レ
ー
ス

が
あ
っ
た
た
め
楽
勝
で
あ
っ
た
が
、
メ
ン

バ
ー
の
体
調
な
ど
も
考
え
て
８
合
目
避
難

小
屋
脇
で
幕
営
。
フ
イ
ッ
ク
ス
通
過
の
訓

練
を
す
る
。

３‐
日

（曇
）

８
合
目

（７
・
‐５
）
～

雪
上
訓
練

（１０
・
４０
～
１４
・
５０
）
～
ニ
ノ

池

ノ
池
を
目
指
し
た
。
山
頂
通
過
後
よ
リ
ガ

ス
が
濃
く
な
る
。
地
図
で
確
認
し
な
が
ら
、

適
当
な
斜
面
を
探
し
、
雪
上
訓
練
。
歩
行

訓
練
、
ピ
ッ
ケ
ル
ス
ト
ッ
プ
、
滑
落
停
止

な
ど
を
行
う
。
そ
の
後
、
雪
洞
を
掘
る
た

め
の
斜
面
を
探
す
が
、
ガ
ス
が
濃
く
、
視

界
が
１０
房
も
な
か
っ
た
た
め
、
適
当
な
雪

の
あ
る
斜
面
が
見
つ
か
ら
ず
、
た
て
穴
式

の
雪
洞
を
掘
る
。
夜
は
２
パ
ー
テ
ィ
ー
に

分
け
て
交
代
で
ビ
バ
ー
ク
訓
練
。

‐２
月
１
日
　
　
一
一ノ
池

（６

・
４５
）
～

卸
缶
一局
原

（１０
・
３０
）

下
山
。
歩
き
始
め
は
ガ
ス
が
強
か
っ
た

が
、
次
第
に
晴
れ
る
。
ガ
ス
の
切
れ
間
か

ら
見
え
た
、
太
陽
と
雲
海
と
山
々
は
す
ば

ら
し
か
つ
た
。

◆
冬
山
合
宿
／
石
鎚
山

［期
間
］
１２
月
２‐
日
～
２２
日

［メ
ン
バ
ー
］

河
野

（３
年

・
Ｌ
）
、

渡
辺

（２
年

。
Ｓ
Ｌ
）
、
竹
内

（２
年
）
、

藤
井

（
１
年
）

‐２
月

２‐
日

（雨
）

就
駅
発

（９

・
‐６
）

（
‐２

・
３。
）

雪
を
期
待
し
て
い
た
が
、
あ
い
に
く
の

雨
。
積
雪
量
も
た
い
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
た
め
、
少
々
も
の
足
り
な
か
っ
た
。
山

頂
避
難
小
屋
付
近
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
設

営
の
と
き
に
ぬ
れ
た
ヤ
ッ
ケ
や
ザ
ッ
ク
が

バ
リ
バ
リ
に
凍
り
、
四
国
の
山
と
い
っ
て

も
侮
れ
な
い
、
と
思
っ
た
。

２２
日

（晴
の
ち
曇
）

避
難
小
屋

（７

・
０６
）
～
弥
山

（７
・

２。
）
～
国
民
宿
舎

（１０
・
％
）
～
西
の
川

（２
・
００
）

朝
、
目
覚
め
る
と
天
気
は
よ
く
、
ま
だ

明
け
き
ら
ぬ
空
に
浮
か
ぶ
月
が
美
し
か
っ

た
。
少
し
ず
つ
色
づ
く
空
を
眺
め
な
が
ら

弥
山
山
頂
に
着
く
。
ち
ょ
う
ど
昇
っ
て
き

た
太
陽
を
背
景
に
天
狗
岳
が
そ
び
え
立
つ

様
子
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
カ
メ
ラ
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
何
度
も
切
っ
た
。
ブ
ロ
ツ
ケ

ン
現
象
も
見
る
。
鎖
場
を
下
っ
て
天
狗
岳

へ
。
北
壁
の
縁
を
歩
こ
う
と
斜
面
を
の
ぼ

り
き
る
と
、
い
き
な
り
目
の
前
に
絶
壁
が

現
れ
て
、
み
な
、
わ
っ
と
声
を
上
げ
た
。

技
術
的
な
面
で
は
問
題
な
く
、
経
験
値
　
＞

と
し
て
は
得
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
が
、
　
＜

こ
の
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
十
分
に
で
き
る
と
、

各
人
が
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
山
行

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

（河
野
　
記
）

■
大
阪
大
学
山
岳
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ド
レ
ス
変
更

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し

ま
し
た
。
新
し
い
ア
ド
レ
ス
は

，
言
も
一ミ
ｏ
∽”パ
”
‐Ч
筐
Ｓ
Ｐ

，
も
」い
ぃ〇
∽ＯＯ″
・〇〇
」も
レヽ
」

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、

ご
意
見
な
ど
が
あ
れ
ば
担
当
の
河
野
美
樹

（ざ
８
日
”府一◎
】学
８
８
事
）
ま
で
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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新勧合宿 前剣の登 りで

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
成

～
山
頂
避
難
小
屋
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加
藤
　
幹
太

（理
２７
）

一
昨
年
、
滋
賀

大
学
を
退
職
し
て
無
職
の
自
由
を
味
わ
つ

て
い
ま
す
。
低
い
山
を
歩
い
た
り
、
健
康

に
留
意
し
て
い
ま
す
。

大
島
　
輝
夫

（理
２７
）
年
に
１
回
く
ら

い
旧
制
高
校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
と
共
に
２
、
３

時
間
で
登
れ
る
山
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
が
、

９。
歳
に
な
ら
れ
た
方
も
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
役
の
活
動
報
告
も
関
心
を

持
っ
て
拝
見
し
て
い
ま
す
。
合
宿
の
日
数

が
短
い
の
は
気
に
な
り
ま
す
が
、
女
性
部

員
が
岩
登
り
や
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で

活
躍
し
て
い
る
の
は
何
よ
り
で
す
。

川
島
　
　
勇

（工
２９
）
肝
臓
ガ
ン
手
術

か
ら
５
年
過
ぎ
、
「
５
年
後
生
存
率
５。
％
」

の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｃ
型
肝
炎
ヴ

ィ
ー
ル
ス
の
量
が
多
く
、
週
３
回
の
通
院

治
療
は
続
い
て
い
ま
す
。
ョ

病
息
“仝

で
、

今
の
と
こ
ろ
体
調
は
良
く
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
、
囲
碁
、
読
書
な
ど
、
ご
く
普
通
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

二
木
　
節
夫

（工
２９
）
近
年
、
肩
と
腰

と
足
の
痛
み
に
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ

く
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
低
山

登
り
の
グ
ル
ー
プ
と
月
１
回
出
か
け
て
い

ま
す
。
登
り
２
時
間
半
以
上
の
山
は
計
画

し
ま
せ
ん
。
日
本
山
岳
会
の

『山
岳
』
で
、

中
村
保
さ
ん
の

「念
青
唐
古
拉
山
脈
」
探

査
報
告
を
読
ん
で
、
精
神
的
に
昂
揚
さ
れ

ま
し
た
。
老
人
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
に
吃
驚

し
ま
し
た
。
住
吉
さ
ん
も
す
ご
い
が
、
後

輩
に
も
え
ら
い
奴
が
い
る
も
の
で
す
。

三
枝
　
礼
子

（薬
３。
）
物
忘
れ
、
度
忘

れ
が
多
く
な
り
、
始
終
う
ろ
う
ろ
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
多
分
、
せ
め
て
足
腰
の
老

化
抑
制
を
と
い
う
天
の
配
剤
で
し
ょ
う
。

そ
の
う
ち
、
ほ
ぼ
５０
年
ぶ
り
に
六
甲
山
に

行
っ
て
み
よ
う
か
な
ど
と
思
案
中
で
す
。

高
木
　
俊
夫

（理
３‐
）
閑
職
の
度
が
深

ま
り
、
無
職
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
６
月
に
は
残
る
余
力
で
秋
田
駒
ケ
岳
、

八
幡
平
、
岩
木
山
、
八
甲
田
山
、
白
神
山

地
な
ど
を
彿
径
し
て
き
ま
し
た
。

鷺
沢
　
　
忍

（工
３‐
）
毎
年
夏
か
ら
秋

に
ス
イ
ス
山
麓
散
歩
に
出
掛
け
て
お
り
ま

す
が
、
体
力
の
衰
え
で
山
か
ら
の
距
離
が

だ
ん
だ
ん
離
れ
て
い
る
こ
と
が
、
撮
っ
た

写
真
か
ら
も
判
り
ま
す
。
（山
か
ら
距
離
が

で
き
て
、
中
間
の
空
気
に
よ
つ
て
ぼ
け
て

き
て
い
る
）

横
井
　
保
枝

（文
３‐
）
昨
年
は
あ
ま
り

山
歩
き
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
冬
に
ス

キ
ー
で
足
腰
を
鍛
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
川
　

π̈
夫

（工
３２
）
数
え
年
７。
の
正

月
。
そ
ろ
そ
ろ
永
の
旅
支
度
を
始
め
る
年

を
迎
え
ま
し
た
。

宍
一月
　
　
元

（医
３２
）
昨
年
９
月
、
大

動
脈
弓
部
人
工
血
管
置
換
手
術
を
受
け
ま

し
た
。

１１
時
間
に
及
ぶ
手
術
で
し
た
。
今

は
少
し
体
力
も
つ
き
、
ま
ず
元
気
と
い
え

る
状
態
で
す
。

四
方
　
大
中

（法
３３
）
よ
う
や
く
社
長

業
を
卒
業
し
ま
し
た
。
も

っ
ぱ
ら
趣
味

（ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
小
唄
等
）
に
磨
き
を
か

け
よ
う
と
励
ん
で
い
ま
す
。

坪
井
　
和
子

（薬
３３
）
最
近
、
脚
力
の

低
下
に
驚
い
て
い
ま
す
。
長
ら
く
、
主
人

の
パ
ン
ク
し
た
心
臓
に
お
付
き
合
い
を
し

て
い
た
せ
い
か
、
車
で
信
州
を
走
り
回
っ

て
、
若
い
頃
に
登
っ
た
山
々
の
ス
ケ
ッ
チ

を
す
る
の
が
関
の
山
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
ま
た
少
し
ず
つ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本
　
信
樹

（工
３５
）

一
昨
年
１０
月
、

岩
手
山
を
下
山
中
、
登
山
口
ま
で
あ
と
５

０
０
眉
と
い
う
所
で
転
倒
、
右
足
首
を
骨

折
し
、
快
復
に
半
年
専
念
し
ま
し
た
。
昨

年
７
月
、
南
ア
ル
プ
ス
の
光
、
聖
、
赤
石

を
縦
走
し
て
き
ま
し
た
が
、
久
々
の
山
行

き
で
登
攀
力
の
低
下
を
痛
感
し
ま
し
た
。

米
林
　
外
茂
男

（工
３５
）
会
社

（旭
化

成
）
を
退
職
し
て
約
１
年
に
な
り
ま
す
。

悠
々
自
適
と
は
参
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ツ
カ

ツ
自
適
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

腰
痛
気
味
で
、
軽
い
登
山
に
時
折
行
く
程

度
で
す
。
現
役
の
山
岳
部
員
が
減
っ
て
い

る
と
の
こ
と
、
自
分
の
現
役
の
頃
と
比
べ

て
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

平
田
　
　
彰

（経
３５
）
腰
痛
で
１０
分
以

上
歩
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
多
分
、
若
い

頃
に
傷
め
た
の
が
、
今
に
な
っ
て
出
て
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

三
井
　
康
雄

（理
％
）
近
年
、
体
調
す

ぐ
れ
ず
、
山
へ
は
出
か
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
昨
年
７
月
に
は
上
高
地
へ
行
き

ま
し
た
。
カ
ミ
さ
ん
と
車
い
す
を
押
し
て

徳
沢
ま
で
行
き
、
帰
り
は
私
は
所
々
で
そ

れ
に
乗
り
、
カ
ミ
さ
ん
に
ブ
レ
ー
キ
に
な

つ
て
も
ら
つ
て
無
事
下
山
し
ま
し
た
。

村
井
　
忠
雄

（工
３６
）
会
社
行
事
と
重

な
り
、
（集
会
に
）
参
加
で
き
ず
、
残
念
で

す
。
来
年
か
ら
は
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
が
、

身
体
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
減
量
か
ら
始
め
ま
す
。

田
村
　
俊
秀

（医
３８
）
昨
年
８
月
上
旬
、

神
戸
大
学
で
、
国
際
保
健
医
療
学
会
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
東
南

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、
そ
れ
に
イ

ラ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ま
で
、
援
助
活

動
を
し
て
い
る
方
々
で
し
た
が
、
山
岳
部
、

探
検
部
出
身
者
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
の
皆
さ
ん
も
将
来
、

海
外
に
雄
飛
さ
れ
て
は
い
か
が
。

梶
本
　
孝
治

（工
３８
）
還
暦
を
２
年
オ

ー
バ
ー
の
身
で
す
が
、
仕
事
の
方
も
元
気

に
や
っ
て
い
ま
す
。
事
務
所
は
神
戸

・
三

宮
で
、
通
勤
は
バ
ス
ー５
分
と
、
長
年
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
の
中
、
天
国
の
よ
う
な

生
活
で
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
相
変
わ
ら

ず
、
我
が
家
の
庭
の
よ
う
な
六
甲
山
を
歩

い
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
は
山
と
い
う
山
、



老
人
が
多
い
の
に
閉
口
で
す
が
…
。
年
に

一
、
三
度
、
中
学
時
代
に
初
め
て
立
山

・

剣
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
っ
た
恩
師
と
、

ア
ル
プ
ス

（も
ち
ろ
ん
日
本
の
）
へ
行
く

の
が
楽
し
み
な
昨
今
で
す
。

宇
野
　
雅
明

（医
３９
）
町
の
耳
鼻
科
医

を
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日
に
は
ハ
イ
キ
ン

グ
か
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
、
登
山
も
た
ま
に

し
て
い
ま
す
。

木
原
　
秀
幸

（工
３９
）
会
報
の
百
名
山

挑
戦
記
、
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
の
登
山
数

（昨
年
８
月
現
在
）
は

北
海
道
４
、
東
北
、
関
東
各
５
、
中
部
２２
、

関
西

・
中
国
５
、
四
国

・
九
州
６
の
計
４７

山
。
時
間
が
あ
れ
ば
他
の
山
も
登
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
川
　
信
也

（理
４。
）
幸
い
、
健
康
に

恵
ま
れ
て
、
毎
日
忙
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

山
は
眺
め
る
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

大
野
　
義
照

（工
４２
）
昨
年
登
っ
た
山
。

５
月
＝
御
岳

（標
高
差
１
０
０
０
ｍ
を
シ

リ
セ
ー
ド
）
、
百
里
ケ
岳
、
金
糞
岳
。
Ｈ

月
――
弥
山

・
八
経
ケ
岳

・
行
者
還
岳

（弥

山
は
新
人
山
行
以
来
３９
年
ぶ
り
）、
兵
庫

・

七
種
山
。
ほ
か
に
多
紀
ア
ル
プ
ス

（６
月
）、

蓬
莱
山

（７
月
）
と
、
時
間
を
み
つ
け
て

日
帰
り
で
登
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
　
治
朗

（医
４４
）
あ
と
２
年
で
還

暦
で
す
が
、
部
下
の
い
な
い
一
人
医
長
は

つ
ら
い
も
の
で
す
。
ま
あ
仕
事
が
あ
る
の

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
引
退
し
た
ら
、
近
郊
の
山
登
り
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
岡
　
和
哉

（医
“
）
イ
ン
タ
ー
不
ツ

ト
で
三
沢
隊
の
報
告
や
住
吉
先
生
の
お
元

気
な
写
真
を
見
て
お
り
ま
す
。
現
役
メ
ン

バ
ー
は

一
部
、
中
之
島
山
岳
会
と
重
複
し

て
お
り
、
医
学
部
の
学
生
が
多
い
の
は
何

と
な
く
う
れ
し
い
気
分
で
す
。

井
上
　
太

一
（理
４８
）
百
名
山
の
あ
と

は
好
き
な
山
を
自
由
に
登
る
予
定
だ
つ
た

の
が
、
と
ん
と
登
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

上
松
　
一
雄

（工
５。
）
父
母
を
相
次
い

で
亡
く
し
、
人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
す
で
に
い
い
年
に
な
り
ま
し
た

が
、　
一
層
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
山
岳
部
の
名
簿
を
見
ま
す
と
、
女
性

も
お
ら
れ
、
良
い
意
味
で
時
代
の
変
化
を

感
じ
ま
す
。

大
宅
　
幸
夫

（歯
５‐
）
先
日

（昨
年
１２

月
）
、
友
人
ら
と
３
人
で
御
岳
山
へ
山
ス
キ

ー
に
出
か
け
ま
し
た
。
前
日
の
雪
で
ラ
ッ

セ
ル
が
大
変
で
、
予
定
の
半
分
ほ
ど
の
行

程
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
最
近
は
、

甲
田
さ
ん
が
以
前
言
っ
て
お
ら
れ
た
四
国

遍
路
を
女
房
と

一
緒
に
始
め
ま
し
た
。
（と

言
っ
て
も
、
ま
だ
２
回
で
す
が
）。
そ
う
そ

う
、
夏
は
韓
国
の
雪
岳
山

（ソ
ク
ラ
サ
ン
）

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

佐
野
威
和
雄

（理
５３
）
富
山
と
名
古
屋

と
東
京
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
も
う
少
し
自
分
の
時
間
が
と
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤
　
正
教

（法
５４
）
忙
し
い
部
署
に

配
属
さ
れ
て
、
最
近
、
山
に
も
全
く
登
っ

て
い
ま
せ
ん
。
家
の
隣
の
畑
で
、
有
機

・

無
農
薬

・
酵
素
使
用
の
野
菜
作
り
に
精
を

出
し
て
お
り
ま
す
。
野
菜
、
米
作
り
も
奥

が
深
く
、
日
々
悩
な
な
が
ら
の
栽
培
で
す
。

屋
久
島
に
登
り
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
な

り
ま
す
や
ら
。
子
供
の
教
育
費
に
手
を
焼

き
な
が
ら
、
何
と
か
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し

む
毎
日
で
す
。

大
石
　
真
也

（工
５８
）
昨
年
３
月
、

１０

年
ぶ
り
に
八
ケ
岳
に
登
り
ま
し
た
。
今
年

も
ど
こ
か
へ
と
探
し
て
い
ま
す
。

野
口
　
　
明

（基
５８
）
今
夏

（昨
年
）

は
ユ
ー
コ
ン
川
の
川
下
り
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
毎
年
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
心
が
け

た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

奥
山
　
宏
臣

（医
５９
）
大
阪
府
立
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
小
児
外
科
医
を
し
て

い
ま
す
。
ポ
リ
ク
リ
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

医
学
部
の
学
生
さ
ん
、
ぜ
ひ

一
度
、
来
て

下
さ
い
。

今
村
　
義
弘

（工
５９
）
横
浜
で
妻
子
３

人
と
元
気
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
山
ヘ

は
全
く
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
お
腹

が
随
分
出
て
き
た
の
で
、
何
か
運
動
を
し

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

畑
　
　
秀
信

（人
５９
）
こ
の
夏

（昨
年
）

は
暑
さ
を
避
け
て
上
越

。
東
北
方
面
の
沢

登
り
を
楽
し
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先

日
も
上
越
の
砥
沢
と
い
う
沢
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
良
い
所

で
し
た
。

大
倉
　
徹
雄

（工
Ｈ
２
）
昨
年
１
月
に

長
男
が
誕
生
し
、
「冴
登
」
と
命
名
し
ま
し

た
。
親
の
思
い
通
り
、
山
に
興
味
を
持
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

前
田
　
　
智

（文
Ｈ
７
）
太
っ
て
体
力

は
な
く
、
山
に
は
登
れ
ず
、
さ
び
し
い
限

り
で
す
。

牧
野
　
大
輔
氏

（本
会
理
事

・
東
京
支

部
長
）
２
０
０
３
年
６
月
５
日
、
心
不
全

の
た
め
死
去
、
ａ
歳
。
１
９
６
５
年
理
学

部
卒
。
現
役
時
代
は
６４
年
度
の
テ
ー
フ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
積
雪
期
の
双
六
―
黒
部
川
　
＞

上
流
―
針
ノ
木
岳
往
復
な
ど
を
成
功
に
導
　
“

ぃ
た
ほ
か
、

６９
年
秋
の
本
会
第
３
次
Ｐ
２９

峰
遠
征
隊
に
も
参
加
さ
れ
た
。
卒
業
後
は

日
立
化
成

に
入

り
、
副
社
長
な
ど

を
歴
任
後
、
今
年

４
月
か
ら
取
締

役
。
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者
が

「５。
年
十Ｌ

に
気

え
、
目
ぼ
し
い
テ
ー
マ

す
。
会
員
諸
氏
か
ら
の

報
告
な
ど
を
お
待
ち
し
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